
 

 

TWO-WAY COMMUNICATION 第６－０３３号 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝2013/8/30 

発行責任者：三枝 大輔 

編集責任者：細谷 仁人 

HEADLINE 

●「福利厚生制度の一部改正に関する件」について会社提案内容をもって妥結・調印 （8/30 開催） 

●プルトップ募金を JCV へ寄贈しました！ 

●モンゴルとの交流に向けてチャリティバザー用の物資を募集します！ 
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★「福利厚生制度の一部改正に関する件」について会社提案内容をもって妥結・調印 

第 4 次労使協議会 8 月 30 日開催 

2013年8月30日（金）、本社会議室において、福利厚生制度の一部改正に関する件について労使協議会が行われ、8

月28日（水）に開催された第4回ユニオン委員会における決定にもとづき、会社提案内容をもって妥結する旨を表明し、

会社と妥結・調印の手続きを行いました。 

なお、妥結にあたり組合より次の見解と要請を表明しました。 

今回の提案は、「勤務者手当」の減額など、組合として若干の不満は残るものの、追加提案された内容も踏まえ、

提案内容全般については、子育て世代の従業員を中心に幅広い世代から評価されている。 

今回の妥結・調印により、08 年春闘から継続協議となっていた「当社の福利厚生制度のあるべき姿」に対する労使

間の課題が一段落した。しかしながら、先に開催された厚生委員会の中でも述べたとおり、福利厚生制度は、時代の

背景から変化する従業員の価値観の多様化や必要とされる制度などにどのように対応していくかが重要である。 

したがって、今回の妥結・調印以降も、新たな課題、必要とされる制度について、労使間で共有し、今後も必要な時

期に必要な対応をしていくことが重要と考えている。 

いずれにせよ、今回の制度見直しにおいて、当社の福利厚生制度が整備され、より充実したが、制度そのものは

利用されなければ意味がない。従業員が利用しやすいよう、制度紹介の整備や職制を通じて周知に努めていただき

たい。特に影響を受ける全ての従業員に対して、制度見直し内容や見直し後の結果の周知など、きめ細やかな対応

を会社に要請しておきたい。 

※労使協議会の詳細については、後日発行の組合情報を参照下さい 
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★プルトップ募金を JCV へ寄贈しました！ 
 8 月19日(月)、三枝事務局長が東京のＪＣＶ(世界の子どもにワクチンを 日本委員会)事務局を訪れ、前年度１年間に回

収したプルトップ募金 24，495 円を寄贈しました。ポリオワクチンなら約 1,230 人の子供たちへ投与することができます。 

 JCV 大石事務局長からは「ＪＣＶの活動に従業員の方だ

けでなく、そのご家族およびグループ企業の組合のみなさ

ん方が、一緒にプルトップ回収の活動をされていること

が、大変すばらしいことだと思います。」とのお礼の言葉が

ありました。 

 このプルトップ回収活動は、今期も継続して行なってい

きますので、引き続きご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲JCV 大石事務局長へ目録を手渡す三枝事務局長    

 

【プルトップ回収に協力していただいた各団体】 

神鋼鋼線工業労組、神鋼病院労組、 

コベルコクレーン労組、コベルコマテリアル銅管労組、 

コベルコ建機労組、神鋼労組本部･各支部、 

唐櫃少年野球部のみなさん、 

ユニオン会員のみなさん、 

従業員とそのご家族のみなさん 他 


